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― 各地で新年賀詞交歓会開催 ― 

価値高め消費拡大へ 
 

新年恒例の「缶詰業界新年賀詞交歓会」が缶詰８団体（日本缶詰びん詰レトルト食品協会、日

本加工食品卸協会、日本製缶協会、食品環境検査協会、日本鮪缶詰輸出水産業組合、日本水

産缶詰輸出水産業組合、日本蜜柑缶詰工業組合、日本ジャム工業組合）の共催で１月１０日

（木）東京大手町の経団連会館で開き約３５０名が出席した。主催者を代表して日本缶詰びん詰レ

トルト食品協会の西 秀訓会長（カゴメ）が「原料調達や物流費の上昇など取り巻く環境は厳しい

が、将来に対して明るいサインがある。昨年の缶詰業界１０大ニュースにも選ばれたサバ缶やイワシ

缶が伸び続け、原料調達は厳しいが消費者から支持されている。引き続き家飲みで新しい飲食機

会が生まれグルメ缶詰も成長し、レトルト食品も過去最高となり２．８％増、ＵＤＦは８年連続２ケタ増

加した。今後も消費者ニーズにしっかりと対応し、基本価値である安全・安心、製品価値をさらに高

めるとともに、ＳＮＳなどを活用した情報発信にも力を入れていきたい」と力強く挨拶した。続いて来

賓代表挨拶を農林水産省の新井ゆたか食料産業局長が行い「１０月には消費増税が予定されて

おり、食品の価値をしっかりと伝えていくことが大事となる。飲食料品製造業の有効求人倍率は全

業種平均１．５４に対し３倍を超えており、人手不足も課題になっている。生産性向上の取り組みと

ともに、入管法改正で外国人材の活用も広がる」と語った。続いて日本加工食品卸協会の國分 

晃会長（国分Ｇ本社）が「ぜひ今年もヒット商品を作っていただきたい。また流通として価値ある商

品をしっかり販売させていただくことだけではなく、開発面でも一歩踏み込んで何かお役に立てる

のではないかと考えています」と述べ乾杯の発声を行った。最後に中締めを日本製缶協会の本多

正憲会長（東洋製罐）が三本締め行い閉会した。 

 

 
主催 8 団体を代表して乾杯の挨拶をする國分晃会長 

 

 

事業活動 
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業界が〝森〟となり難局に対応 
 

 

加工食品卸ならびに酒類・食品メーカーで構成される酒類食料品業

懇話会は１月５日（土）、東京・中央区のロイヤルパークホテルで恒例の

新年賀詞交歓会を開催した。出席者は会員各社のトップら２６３社９００

人強。東日本地区の業界新年会としては最大規模。冒頭に参加者全

員で「君が代」と「１月１日の歌」を斉唱。 

続いて同会の國分勘兵衛会長（国分Ｇ本社会長兼ＣＥＯ）が挨拶し

「平成最後の業界賀詞交歓会を大勢の皆様とお祝いできることをうれしく

思う。昨年は豪雪、地震、豪雨、台風など自然災害の多い年だった。年

明け後も熊本で大きな地震が発生した。残念だが日本列島では災害が

当たり前になりつつある。食のライフラインを担うわれわれは日頃からさら

なる備えを講じる必要がある。今年は新しい天皇陛下が即位されるおめでたい年ではあるが、内外

で経済的な緊張の高まりが予想される。皆さんと一緒に〝森〟となってこの難局を乗り超えたい」と

述べ、業界としての協調・結束を呼びかけた。 

続いて会場の２９人の年男を代表して味の素社長の西井孝明氏が挨拶し「今年の干支の己亥

は枝葉を広げた木が次の本格的な成長に向けて力を蓄える年だという。年末年始の新聞各紙もイ

ンターネットオブシングス、ＡＩ、ロボティクスといった新技術を取り入れて変革に備えるよう、経営者

に求めていた。それが進めばシェリングエコノミーのような競争を超えた企業間の協調も可能にな

る。今年はまさにそうした会場の年男の活躍に期待したい」と述べ、乾杯発声を行った。 

交歓会の最後には、森山透副会長（三菱食品社長）が「明るく元気に楽しく、皆さんと一緒に前

を向いて取組んでいきたい」と挨拶し、万歳三唱で締めくくった。 

 

 
中締めの挨拶をする森山透副会長 

挨拶をする 
酒類食料品業懇話会 
國分勘兵衛会長 
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次世代へ強固な地盤固めの年に 

 

 

今年５３回目を迎える新春恒例の「食品業界 新春名刺交換会」が

５日、大阪市の太閤園で開催された。日本加工食品卸協会近畿支

部、大阪府食品卸同業会との共催。近畿圏の食品卸やメーカーのトッ

プを中心に１７２社、５３０人が集まった。 

主催者を代表し、岡本均日本加工食品卸協会近畿支部長（伊藤

忠食品社長）が「２０１９年は次々と起こる変化が次の段階へと移ること

が予想される。この大きな時代のうねりに対応するには、一企業だけで

できることは限定的。業界が一丸となり、地盤を固め次世代につなげ

ていく必要がある。２０１９年は強固な土台作りに取組み、先々振り返

った時に画期的な年だったといわれるように皆さんとともに頑張ってい

きたい」と述べた。 

乾杯の発声は田原貴之味の素大阪支社長が登壇し「食品業界は生

活者の豊かな生活を下支えする役割を担っている。２０１９年も皆さんとと

もに、マーケットのニーズに応えるため新製品の開発はもちろん。今ある

製品を磨き各種サービスと組み合わせながら、お客様に提案し満足、支

持いただける仕事に取組んでいきたい」と力強く述べた。 

中締めは魚住直之大阪府食品卸同業会会長（伊藤忠食品西日本営

業本部長）が「某醤油メーカーが鮮度を協調し小容量に対応した容器に

変更したことで消費者に受け入れられ、苦戦していた国内事業が好調に

なった。卸や小売の後押しもヒットにつながったのではないかと考えてい

る。メーカーの方には今年もこのような。消費者が幸せになる商品を一つ

でも多く出していただきたい」と締めくくった。 

 

 

 

 

挨拶をする 

岡本均 近畿支部長 

乾杯の挨拶をする 
味の素大阪支社長 

田原貴之氏 

中締めの挨拶をする 
大阪府食品卸同業会 

魚住直之会長 

新春名刺交換会 会場 
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中部の食品業界の幕開け  
 

 

中部食料品問屋連盟ならびに中部罐詰製造協会主催、本紙が後

援する「平成３１年度 新年賀詞交歓会」が１月５日、名古屋観光ホテ

ルで開催された。雨は明け方に止み天候は回復、土曜日の開催なが

ら約６００名が参加し、中部地区の食品業界の年頭を飾る盛大な催し

となった。 

開催にあたり中部食料品問屋連盟の永津邦彦会長が挨拶を行

い、中部罐詰製造協会の三輪克行会長による挨拶と乾杯の音頭で

懇親宴が開幕した。会場では新年を祝うとともに、年末年始の商戦の

動向や国内外の情勢や景況、食品業界の先行きなど様々な話題を

話し合う姿が各所で見られた。 

宴半ばに中部食料品問屋連盟の平山俊一常任理事が「今年こそ

は平穏な年となることを期待したが、熊本で大きな地震が起こり波乱を予感させている。箱根駅伝

で初優勝した東海大学では総合力を高めることが成果を挙げた。食品業界ではどのような環境変

化が生じるか予測しにくいため、様々な意味での対応力を高める必要がある。連盟の正会員・賛助

会員が力を合わせて取り組んでいきたい」と述べて中締めを行い、平成最後の中部食品業界の年

始の恒例行事を締めくくった。 

 

 

新年賀詞交歓会 会場 

挨拶をする 
中部食料品問屋連盟 

永津邦彦会長 
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会員相互で「創造と協調」 製配販一層の連携を  
 

 

日本加工食品卸協会九州・沖縄支部（支部長＝網田日出人・ヤマエ

久野会長）の「新年交礼会」が７日、ホテル日航福岡で開催された。 

網田日出人支部長は「国内の企業業績は堅調で、雇用や所得も改

善傾向にある。ただ、人手不足による物価上昇など不安要因も多い。特

に物流コスト増加への対応は待ったなしだ。会員相互で『創造と協調』と

いう理念のもと取り組んでいかなければならない。消費増税、軽減税率

導入へもメーカー、小売業のみなさまと連携して対応していきたい」とあ

いさつした。 

味の素九州支社の白羽弘支社長は「今年

は東京オリンピック開催の前年にあたる。ラグビ

ーのワールドカップがあり、熊本では世界女子

ハンドボール選手権も開催される。来年以降も九州ではスポーツイベント

が予定され、これは国内外の観光需要を取り込む絶好のチャンス。そん

な中でも、物流の課題、賞味期限の年月表示化などに対しては、製配

販３層で一層連携していく必要がある」と続けた。 

閉会のあいさつでコゲツ産業専務の本村陽一副支部長は「平成元年

の１２月に日経平均株価は約３万９０００円まで上がったが、バブルが弾

けた際は１００兆円ほどの不良債権が生まれた。そんな中、ＩＴ関連以外

の産業はデフレと闘いながら業績改善に努めてきた。平成の時代では阪

神淡路大震災、東北大震災など多くの災いが起きた。今年から新しい元号が始まる。災い転じて

福となるよう祈念している」と締めくくった。 

 

 

挨拶をする 
網田日出人 

九州・沖縄支部長 

挨拶をする 
味の素九州支社長 

白羽弘氏 

挨拶をする本村陽一 
九州・沖縄副支部長 

新年交礼会 会場 
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問題発見能力、知恵が大事 
 

 

「加工食品業界新年交礼会」では、村山圭一日本加工食品卸協会

（日食協）北海道支部長（スハラ食品会長）が「４月一杯で平成が終わり

新元号がスタート、１０月には消費増税と、軽減税率制度の導入もある。

増税後の消費動向も心配だが、軽減税率制度への対応で混乱が起き

ないか心配」とあいさつ。日食協の活動に関しては「ドライバーの荷待ち

時間短縮のためのトラック予約受付システムの研究、生配販が結束して

総額表示義務に反対し税抜き価格表示の恒久化要望、５月の長期連

休時における受注体制のお願いなど行っている。支部としてもワーキン

ググループ中心に打ち合わせさせてもらいたい」と協力要請。また「少子

高齢化と生産年齢人口の減少は避けられないが、企業を存続させてい

くには現在のビジネスモデルから抜け出すことが必要。生産性向上は重要だが、ＡＩに取って代わ

られる人間ではなく、活用する能力を持った人間にならなければ生残れない。“問題解決能力”か

ら“問題発見能力”を持つ人間、言い換えると“知識”から“知恵”のある人間が求められる。良い知

恵を共有し業界発展のため努力したい」と述べた。 

高橋敏博賛助会員世話人代表（北海道味の素社長）は「昨年は、９

月に震災が発生し北海道命名１５０年の記念すべき年に水を差す出来

事になった。これは大地の災害。１６年は、台風上陸で農産物に大きな

被害を与えたが、空の被害といえる。翌１７年は海産物不漁で海の被

害、この３年陸海空で自然による大きなダメージを受けた。また申（さる）

年、酉（とり）年、戌（いのしし）年と続き、悪い鬼にもたらされた全ての災

いは、桃太郎と猿、鳥、犬３匹のお供によって退治されたと考えたい。１９

年は荒らされた北海道の大地を一緒に建て直し、豊かな北海道をまた

作り上げていきたい」との発声で乾杯した。 

布施和博日食協北海道支部副支部長（日本アクセス北海道社長）は「秋元克広札幌市長は、

今年の言葉に“輝”の一文字を選んだ。札幌が最も得意とするものをしっかり磨き、今年を盛り上げ

ていくという。日食協のメンバーも、それぞれが持つ商品、ロジスティックス、人材など磨きに磨きを

掛け、道内のお客さまのため精一杯頑張りたい」と中締めした。 

 

 

 

挨拶をする 
村山圭一 北海道支部長 

乾杯の挨拶をする 
北海道味の素社長 

高橋敏博氏 

中締めの挨拶をする 
布施和博 北海道副支部 

新年交礼会 会場 
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消費増税・軽減税率制度対応準備状況等に 

関する実態調査結果 

－ 情報システム研究会・軽減税率対応システム専門部会 － 
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日食協標準「トラック入荷受付・予約システム」の運用開始 

－ 物流問題研究会・物流効率化専門部会 － 

日食協の物流問題研究会・物流効率化専門部会では、４月から、日食協標準の「トラック入荷

受付・予約システム」を本格普及させる。トラックドライバーの荷待ち時間短縮に向け、ドライバーの

操作性にこだわった日本発となる〝業界標準〟のトラック入荷受付予約システムを開発したもの

で、第１弾として３月中に関東地区の卸２社（伊藤忠食品・三菱食品）の各１拠点で運用開始する

予定。２０１９年度は３０拠点以上での稼動を目指す。 

 

業界標準でドライバーの混乱や負担を軽減 

物流問題研究会・物流効率化専門部会では、業界標準システムの開発を目指し、農林水産省

の平成２９年度補正予算における公募事業「食品等物流効率化システム導入支援事業」を活用

し、ＩＴベンダーに依頼してクラウドサービス型の「トラック入荷受付・予約システム」を開発し、加工

食品卸業界が共通のシステムを運用することによって、異なる卸の物流拠点でドライバーの混乱や

負担を軽減する。 

このシステムを利用することにより入構時刻の事前予約を行い、トラックの集中・混雑を緩和し、ド

ライバーの荷待ち時間短縮と庫内作業の平準化が可能になる。また、バースの空き状態を管理

し、待機中のドライバーの呼び出し・バース誘導により作業の滞留を解消。受付から作業開始、終

了の実績収集や分析による魚医務の効率化にも活用できる。利用対象は会員卸と賛助会員（食

品メーカー等）。スマートフォン、タブレット、パソコンの環境があれば月額サービスとして導入でき

る。利用者視点に立った機能・画面を搭載し、例えば待機時間実績の照会やドライバーが複数卸

センターを予約する際のログイン効率化に寄与する〝名寄せ機能〟（特許出願中）も備えている。 

業界標準システムの開発・運用は〝業界協調領域事業〟として位置づけし、まずは入荷受付

のシステム化によるデジタル化からスタートし、その記録やデータを基に各物流拠点でのバースの

利用状況の実態を把握して上で、次のステップとしての予約枠の設定やマネージメントのツールと

して活用することを推奨。 

国土交通省のトラックの荷待ち時間調査によると、輸送品目別にみて３０分以上の荷待ち時間

の発生件数は加工食品が最も多く、メーカー・卸間の物流でトラックの待機時間が課題となってい

る。着荷主側の対策の一環として、業界での普及拡大を目指す。 
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長期連休時における受注・出荷配送体制についてのお願い 

－ 政策委員会 － 

日食協政策委員会では、昨年末に賛助会員である食品メーカーに対し、長期連休時における

特別受注、出荷配送体制への協力をもとめる文書を発出した。川下の小売業はほとんどが年中無

休の営業形態で、加工食品卸もそれに対応した供給体制をとっている。食品メーカーの長期連休

に伴い入荷の集中化やスペースの狭隘化、欠品が生じないよう、事前の受発注や出荷配送体制

について食品卸との綿密な打ち合わせの必要性を訴えた。 
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第４５回異業種交流委員会開催 

－ ３月１日 － 

第４５回異業種交流委員会が３月１日（金）午後３時より今回の当番幹事団体である弊協会の会

議室にて開催された。会議は日食協の奥山則康専務理事の司会進行で始まり、各団体提出の議

案について質疑応答が行われた。特に今回はＧＷ１０連休における配送体制や消費増税と軽減

税率制度への業界対応状況について関心が高く活発な意見交換が行われた。尚、次回は当番

幹事が全国菓子卸商業組合連合会で１０月１０日に開催予定。 

 

各団体からの提出議案 

１．日本医薬品卸売業連合会 

  ①ＧＷ１０連休の配送体制について 

２．東京医療用品卸商協同組合 

  ①消費増税に伴う各得意先よりの仮需への対策・軽減税率商品への対応策 

  ②インバウンド商品の落ち込みの件（法改正に伴う販売ダウン） 

  ③第１０４回東京医療衛生用品フェアの開催報告 

３．全国化粧品日用品卸連合会 

  ①紙パルプ（家庭紙分野）の物流について 

  ②消費税引き上げに関する件 

  ③全卸連のボウリング場協会からの感謝状 

４．（一社）日本加工食品卸協会 

  ①２０１９年の流通業界の課題 

  ②業界標準「トラック入荷受付・予約システム」について 

  ③消費税軽減税率制度対応に係る仕入先と得意先へのご確認と依頼事項に関して 

  ④長期連休時における受注・出荷配送体制のお願いについて 


